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今年度もり，~下で(;t.、多くの )ê~脱却~11院が災地され、 i:i・

1況なJ必泌を 1:げています。

ここに、 rU{{f1l6311'.)史上下WJにおける発J紙調査の成

'*報fb と凶しまして、 l~ る IIrH1I 63Jド 9 月 10 日(こ1::)に

滋 ì~ リμ'j!級文化IH・センターにてねなわれましたスライ

ド ~bJ_< を紹介いたします.

今後の参々としてliUilim ¥ 、ただければ幸甚です。尚、

御協力いただきました )j々 におきましては、この紙I街

をむゥてJ吋1.11'しl二げます.

1 .古墳の中から平底の土器等出土

大量撃市滋賀塁 太重宝塚遺跡

大ilt市教l'f~H会で{ム ・鍛Ii~道161 号(回大i掌バイ

パス)建.i1に光弘ち、 i銭fiIp， .T 1司、百五砂田Tに広がる

実dk;bi以併の党~l州内をilliめている。過去 2 Jt:.問の
訓 ftで、 縄文II.~代から江戸 11年代にかけての泣物 ・ 治構

を倹:1¥しており.今後、太波塚ilI跡と&f，すべきであ

ろう舟

今年lだの，~'，j ff.で lよ、 I;:J、!1 :.II.'f IU長mlの i，\~ ，土滅、 i'i治

11，¥代後mlの附火パイi司{':i;7 )，位、奈良lI~j:イtの {fr 1ぅ込み~~

とともに、作11年Jtllの多l，l:の)!J:物を4如1¥した。ここでは、

古川時代について紛介する。、1'，jiJ:湖、では、ニれまでい

31 )，I~の l 'j tJ'tが ~~ J!li，例伐によって '~ l l') かになヮている。

この31)，!;の'1'には、淡泊に，t'Jしてま引が縦長に取りつ

くむのや、止;本・1<1MヴランがIT':)j )f~のむの 、 一つのJft

lí:1人j に 2 つの {j以を~くむの、あるいは・人問1~fIlの

小 {Î夜、Jト L~守主 Hている 1 また、'1~数以 L'，の石毛?i"Jか

らは、ミニチ ェ ア 1:k ~JJ. ~~セットが '{j本ーセヴト係認

されている.ほとんどのイ{引は、 XJI:イiが後ーi引ニf年ち

1; られて J; リ、 ;.li~1tiを受けているらのむ少なくないが、

なかには、{j京!¥1;I(Iiの持ち送りの状態や、当時の埋葬

W~をそのまま似っているむの 135ι みられる .

先にも述べた上うに、今年伎の調伐では、新た{ニ 7

4tの，Ijlj¥を検:1¥した .Itから似に lサ.tjlとして、順次

:i!lIUJしていく ， 1り'.tj'l(i、二大に紹介する 2J，}.tttの周溝

内につくられた小行本で、 uさ1.3m、制0.701、高さ

0.7mをiJliJる.1:，t:lfIiは30-5Ocm大の行で約み lてげられ

ておリ、!相自iには、 10cm 大の:riが1投かれている.巡t~~

/;t.HI土しなかゥた。おそらく子供の応であろう。 2号

.tjltま、後道に付して主将{が縦il<にI取りつく阿1fIJ式のも

ので、淡泊のl之さ6.0111、11'/'¥1.4m 、，(:j さ1.7m 、2:~長

のi毛さ 3.2m、'I'M3.6m、lfJiさ1.7mをillilる。後泊者1)

入 LI 部分には、 20-30cl1I大のイ i を似み 1 '，げ閉ヨト~;(Î とし

ている。止c:{i.1付からは、 I処慨にNしてイiff!llの25川に、

多idのl'.総がれかれていた。 1 '. 自Ilj~，誌の波 ll，~以外は 、

m悲総の杯・ I~':j++ . ;;i:"( ・ ~~. .協のち3である。ニの他のi立

q物としては、 Jur、ガラス"‘~;tJI :1'， 1:している。 また、

玄宅床IUIには亦色をした 1:がまかれている. 3号坑{主、

i突進の l~ さ 3.5m 、~品\1 . J m、向き1.4m、 玄L長のlミさ

2.4m、幅1.401、117jさ1，2mをilltJる1，I，jlalAのものであ

る.J)!gをに対してんiの・セ11¥1に数行がb'6iされている.玄

:長内からは、 7 世紀Ij;j 下の I:~fiが:JI -t.，している . 4号

杭{主、茶道のi之さ4，5111、制l.lm、tfJiさ1.501、玄去

の長さ2.5m、申;，¥1.9m、，:':jさ 1.5mを測る雨前b式の石

主である. 3り

イ“iが樋施iさtれLている. ~:計 1"1からは、 ~f(.'J!: ?iiのが、 ~J~積

雪量、路、鉄事f':i;が:1¥1: して L 、る 。 また、 1~1] )f~内からも、

土訴の破)'，ーの他に、て~mゃ11:A二?予が11¥上している。

5号年.t(止 、 iた)i1のu さ 2 ， 2m 、 1~I ，\I ， 2m 、 ~'llj さ 0 .901 、

玄志の l~ さ 2 . 901 、 'þ; ，\ 2.85m 、 I:':j さ1.8m を illJl り 、 玄持l

斗勺而プランがはとんどJI::)j)f~ に j[ い(，lJjlJl I 孟にのらのであ

る。校池内11の一日11& ぴ止;れ)~~I(li 全体には、 'JJ.~1iが仰さ

|号境と 2号墳の関係
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れている。奥唆に沿って、 m息苦詳のが .t:j.H、・ 恋 .r~ 

. 1~1J鼠 ・ 般紙 ・総合等が‘ また玄奈入口郊でミニチュ

ア炊飲具セ y トが1:1:¥ょしている。 {也に金段、主主斧 ・鉄

釘、鑓為:も .'11
1土している. 6号績は、俊道の長き1.8

m、曜日 0.9111、おき0.9m、玄jlの長さ3.2m、制2.]111 

i勾さ1.3111をislJ.る片紬式の布袋である。言寄i箪苦誌に!;l:閉

盤石が巡っていた。玄:長内からは、 afL!~:苦誌のま皆 、 吟t七制1:1二ゴ1¥附:羽mH耐i 

昔総;持+の幾、 s鉄止幸釘f寺等7がt出1I土している。 i逃i釜2
椋納めらjれLていたと考.えらtれlる。 7号・峨/;1:、淡i遣の長

さ1. 301 、 IÞ~O.9m 、おき 0.5 111 、 玄訟の長さ 3 . 3m 、 lþß

2.1m、i白iさ0.8mをiJ!lJる片側l式の石笠である。石絞め

m存状態は非常 l二強かったが 、 去、 ?を内の ill物は非1i~・に

良好な状態で11¥:1ょ した の I処唆イ，~IJlに、先J杉の力rt!ぶ昔話の

ELそ5側 {木と 土|百IHli伊〉護 ・畿弁 1111，{体がまとま って出土

した。3民!!J日詳のぎ量の'1'には、当H寺のニヒ慌には非常に珍

しい、 と司<J) J杉をした l(Zij去の吉正むある。入口イ寸j!i:で

は、 ~tl求さi. lていないミニチュア炊飯呉セッ トが iFf か

れていた。拠践にiすしてる;11明の管制にli、鉄f.fがl力士

して J去り、その/1'，:1二状j兄からすでに失われている木絡

の椛i立をiil元する ζ とができる。

以上、今年伎の創1伐の1I既裂を述べてきたが、今後、

:Bよ泌物の枠制11な11M祭や、各祈2長のttW.i註等を検討する

ニとによリ、さらに当選粉、の緩史的:n
TこL、。 (大涼lIi数字f益11会 III "1' 久ulU

2.唐橋遺跡の調査

大津市瀬田 唐橋遺跡

続lf，F，i遺湖、の性{告は従来明らかではなかったが、昭和1

62年伎に実施した潜水試射絢資の*1.・fm、不f併をwう何

らかの巡f./liの存ずじするニとが判11)]したため、昭和63.iJ三

岐に発~k~制作を災地する ことにむった。認司令:6~1よ 450111'

について矢板間いによるi法化制j訟を、 95001'について

清水発J紙調公を実砲することとした。潜水発搬調査を

実施することとしたのは、1対事UI似て湖町川でも絞tJJI 

*Mの ~1~い処であるよ、 船舶の i主米がi数しいため、全体

を|法化するのは不可能なためである。

|後化調査の総*、木村と大誌のゐーからなる紙仰を支

えるための~};礎椛造物と々えられる i趨桃が検/IJされた 。

そのがii立および初:主主さ tLる桃築mfi仔は次のi泊りであるの

まず川肢を務j也した後流hに平行して径20c川清f去の

丸太材を 3.<$;1i¥:.める。このLに径20-30酬の丸太{寸を

ll Jj~i俊行させて正ぺる 。 ょの全体のふ|情U1防止裕円 11予を

累する。(1刻一 3)この丸太材のたに径 3-5cmの機H
を 2-31併数きつめる。 このJM廷の 1-.にjf{桜紛糾lを支

えるお料を申品40-50cm、l浮き 40-45cm、長さ 500-6α)

仰のヒノキ"を{陥平な六角形に組んだ後飛せる。(紛W，11

の乗る鴻分にi主任20c刷、泌さ 5-10酬の{'Jlf1の?にがあ

けられている。(何一 1)この後、全体を大品のrl!1iむ

しくはおIJ平iで1.'i!i1!する。(:fi の五~.は検出時約制m' を iJllJ っ

た。)さらに内初の|引IlIJには、行の手事i{i}JE' ~Jj (-ため粘土

を'fcJ摂し閉める。 またjAL心下流fIIlJには杭を 84三打ち、

j洗-lkliによるj前主題を{I方iIょしている。また、これとl司じm
j立のiii:.fiV/.が水l札制1B11Sていら一法検出さ hている。これ

らの逃桃から考えられる紛の1党総l;l:、梁!日i約 7川、似

只 7-9111 、 f仰附U\1約 15m という ~1'1行に巨大な総とな
， 
'0)。

図一 | 基礎材および台材検出状況
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図-2 檎から出土した土器の一部
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図-3 基礎材検出状況

また、紙1州)，~ぬのイ i lt'(; ' I ' およびその l川立から尚々の

泌物が多:1;:に11¥1'，している 。①は )M"H~'I( (下よ 1) :H十ー

したむのであるω ③、③はず;村のl川illから、@l;t討中4・

をWi.う(iI作，'，から11'，1'，した Lのである。 このftl!に「利
剣HfJJ!I;Jをはじめとする，Ii・鋭、 FF、SlT、刀等の金属総

む~ < ，'11:1:している.

二のi1JJ品の附!illW. (¥ 1卓、泌物の11¥1:状i比から見れば、

7111:紀'1'引に;1<められる.また木村について災総した

$I~始年代測定でIJ.. 5.18年、 607fl'，という年代が得ら

れておリ、加j'r，'を介わせ行えれば、この怖は少なくと

ら71蛇紀代に1;1IIIてられていたとど・えられる。まさに

~ I:r，，:'fJぃ r勢多大総』そのもののi立桃と 3えよう .

また ilt物HIIの年代制l主、紛の ~'~(H灸え年代をポすもの

と両手すること b'引退であろう。

JJI.化、水'I'j";líの ~ê~~ll，潟N を挑私'1'である 。

(附illfi以文化IH似沌協会 大泊 芳三幹)

3，木部遺跡の発摘調査

中主町木部木部遺跡

氷川Ij立幼qよ、 ~'f・洲 1111 ' 1' i:lllf .k'j';本部に所イ1:する 弥生

時代から'1 " 1 :，にかけての似合jむ跡である。今!叫の発~klÌ

，~'，lfUj:、リlLi4出f押H' I ' ì:~の jì1~科悦殺に jむなつものでi湖

俗_l"，t(~IM .(1'11ま800111"ニれよ _')'o

l洲M也{主、 A，日11の微，'::jJt!!.(以IJlWJ25οm、雨.It約 1km) 

の4じi出品iに(，[.;i'.け・る。 i世跡の，'， ~.!:には Wi火式イイ去の~ï

村を派aa!する A-=ml，11Jft ( 6 III:k~IjÎj 、ドの刊汀tか)と南側

に1;1八犬ja跡、!.lt'I，ill跡など弥生時代の遺跡が隣桜す

る.

物:11したl:Ji1i立桃は、 ~;'I:.II.H\中JUJの織を共有する

}j If; l.'~ i体 ，~H J島、 ';:I;' ，~II年代ぶから自治時代前期iの竪穴

佐官跡 4 械、 f，'!J.'! II ，~f\の~'Ujfな条m.に fl'-う様 2 条、 7

iド恢H任1:負紀:カか.らIは211快l陀t気紀:のJ州総、t，川f
ある 』正lι:P餓1拡Uなな，:年!ドq代¥1はまイ不;十伴平だカ、 (十'1干1ドe'i(-P時与{代tカか、寸}、1烏3ν1か肘P丹7と

!忠Uぷ1.1わヲiれtるi泣lltl仰例v可jを4検灸J山lれ1しfたニ. 1((従50cmのft24>:を石で取

リ II~ むようにJ出たが泊されていた. H:llIJI孟 1.8m、信者

fAI孟援の水である。中川東地の〆j、'i二名が;;:1'111・米側Ifjijと

称、し、 .f.~J，':' とするにふさわしく、本i鴻の J!U}~~" として
天事11 を祭った.(~J，O:;'~帯ではないかと J忠、われる.

下柑ill~持1;1、!泊;'EII，~代 IjÎllUJの水間勝である.検出し

た水ffiill緋l主、ぷ-1-.下約1.3m 、~，:'~85 ，7m.水聞の

ーt(i珂の1(lm・tが隊必できるもの 71(riとこれに問述する

水路 3粂である.

本部遺跡{主、 1むから北へ傾斜する.tt!!.形になっている

ため、水JJHみも少なからず制約を受けたと忠、われる。

街1I!IJ の水川園開1'1立、!W，i2Ocm 、，f:j さ lOcmの }illf.~，形を!ilす

る。 3.5mX6rnのi毛)j)f;てフ1<WIi(制80cm、i~ さ 20cm)

に沿って、それぞれの-*1111ベlillIに水il(l，flJ 20cm )が切

られていた。 .Ji、」じ11聞の水川跡11、傾斜IJ<きつくな

るためにひと川リ小δ九・;)<111'ベIlhiとなってい る。

;/(111%)ト1:li、jズ色村はIII(i'少のシルト1("/で1';:らIQclI1余リ

て・ある。この止Jf1'，よリ 11¥1'，した UliJ'，'を年代判定の資

料とし fニ。

( "， ì ，III J・5文'O~H会 i恋制克己)

世

2・陵

鳥居遺構

4，今津町妙見山古墳群

今津町福岡妙見山古墳群

妙!.!.III，lj均u汀¥1;1:、 n!I'1人4に(，j:;;'，'する11¥ぷ li:阪である

妙>.!.IIIに多数点(1・する，Iitft~洋でゐる。

61-íド伐以前の i~'\) fi:により、 IljJft 6 )，~、 )j If~fì tl:.:-~~ 4 

)~~ iJ(検:1¥されている。

62(1'.1立には、，JjJJ'l')，Ii (B -8サtft)のi武州10狗伐を

必こない杭Jí:の .tdL+~ と 1，'，1 r~訴のイf無を椛必 した。そのt1

*、山iJftは・辺約15m、l:.4さが:J!，5mであり、 i奈さ0.1

- 0.2mの刷F誌を倹:1¥した.ねi'lti:1;1 ti'.阪のj1ljll明緩斜揃i

にある.

また ~'dr永からは家形.II(f始、水，(:;IF3Jit給が11¥tした。

水.(JI杉地給I止、はIl:"，己形の むのである.

63JI'.伎は、本。J品11:をJ五こなった.ぷHれまtj'tffi郊のi:_
(~i'ltl倹:1\作業を，'，心とし、 JJìfMilを徐々に似ドげたと

ころ、 3ヶ所の i:体育ISを検出した。
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8-8号待童

左←第 3主体部 中央第|主体部右→鱗2主体部

8-8号墳

3均所の主体制のうち段も占、、従i1 セ{本'i'11~は 、 JJ'tnt

i';ll!f' ，).とにあり、氏側lil!f.定 5m ~illil るが、 ~2 、第 3

:i，f+;mにより、夜明書の1，I.iU!IJがl'jlJられており、中心絡の

川竹守'1~，h'fのiな織が残っているのみでんるo fiif，j.; 11i上

から事問t1 .'.'1.が:11土している。

~12 主体;'3\ 1;1、 iと締約 6m 、制約 2 川、 i業さ 0.6m

の俗J~'i を L ち、中央部には、 iけ'rll 4.2mのねl竹倒木慌

のほi'3iの司王糊:がfえる。総床I(Uてからヤりがンナ、欽斧

o 100m 

ヲ可 ~I 出土していない.
--~-'- I またJttJí:~俊七

1;): 、 ~j丘l時の j吊

虫控ゴ二で、あったm
補色土(クロ ，1{ 

7土)であ り、

宗寺而ーF{l[Ifでは約

O.8m伐 1• .1 )'て

いるが、J:OIJで

は O.2mfヱI's:し
か織上げていな

、、.

7)<鳥型11輪 以上 2111立に

ì)立る i羽合:の*:，'f~. 妙 ~.!. lll B -8 1，j-績の年代 Ij:壬|二 I~ を決

定する資料の少なさから、狭い従ドI1に限定しにくい。

およそ 5'11卜紀後'1'.から 6'111:紀前半の ものと-tm定するに

f'ilめたい.

( Qlj)泌，f刊l文化HH思 議 協 会 焔m IE宏)

62年度報告書案内

リスト .告書名 領{趣向 送料何
出

i31 R嘗矯遺跡 660 200 

140 文化財羽蜜出土遺物仮収納保管業務 1，320 250 

141 石田三宅涜師走縮周到既要 180 200 

142 一般国道一号関係 南郷泡跡 1，820 250 

143 県営かん力、、排水事業関連報告書V 2，200 250 

144 紀婆1t1号 1，200 250 

145 北陸自動車道関連X 長浜市密友遺跡 4，700 350 
←一一ー
146 金森東遺跡 250 200 

147 県道西明寺水口線 蓮台遺跡 3ω 200 

148 草制11敬修事業に伴う発銀読査機縁3 9切 250 

154 一字酋川災曾復旧助成事象-nE回滅遺跡 4，100 300 

1 S5 県道片岡栗東線 F苦;浦遺跡11 800 250 I 

157 
t正場殺備関1:l¥必f串 (xV-4) 

800 
半国・ 西ノ1拘・栂ノポ宣跡、山田浴童跡

158 
lま場設備関係lmi事(XV-2)

2，200 30 
包+九防食品事下之郷遺跡

160 錦織・商滋賀遺書事発綴錦登概要II 1，800 250 

161 一般国道S号〈長浜バイパス)関連遺跡V 3，900 350 

162 敏溌議忽持ー各線多賀S.A上り緩~ 2，600 300 

163 
1草場銭備関fお盆跡 (XV-3) 

2.300 300 
蒲生町:t図・干狩手過主事

ii'H収状のJ'k)'，ーが:Uこi二してい φ。 (fl'しj主みぬ〉 〒520-21 

司13U~q'3íl止、 民 事Ih~よJ 5.3m、似i.'I1h約l.9問、1*き た;1¥di淑imi'1'i大ず'f.1l1f1732-2 

0.6111の嶋J瓜をむち、 斗l央部には公幅h3.9mの r本11 ~HJmn 以文化財保必協会
似をイ「する'，I~J1/r)\~木怜」の痕跡:がfえ って 、 。 る . 泌物は ※JJL-:'(i: ， '~仰むしくは到i似振f'F (LH必 ，;Cr.t12 -13923) 
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